
Free Paper Club

私たちフリーペーパー部に興味を持ってくれた皆様。ようこそ！
フリーペーパー部体験会へ！ただいま課外活動禁止期間

のため少しではございますが、われわれの活動内容がどのようなものか
皆様に知っていただくために各部員の記事とその裏側を掘り下げていき
つつ、体験会要素もかねていきたいと思います。
KUBCでは1人が1つのページを担当します。ほとんど縛りはなく自由だ
からこそいろいろなイメージが膨らみ、自分の思いどおりに記事が作成
できる達成感も味わえます。活動はゆっくりでのんびりですが、他の部
活に劣らない紙面内容となっていると自負しております。
是非ゆっくり体験会していってくださいね。

※すべて素人知識です！違うこと言っていたら本当にごめんなさい！



4月はモノクロ回。

モノクロならではのおしゃれで大学生っぽいキラキラした感じに

上下黒帯で境界線を波線
にすることで「4月」の
ワクワク感をプラス
お菓子の箱を開けたよう
な可愛さもある

項目ごとに白文字を入れて
アクセントに
黒が多い分、より一層印象
的になる

イラストはフリー素材です！

文字のずらし、＃を活用
してスタイリッシュさを

線とタイトルはとても相性がいい

イラレならではの効果を使った文字

少し波線を下げることで
導入部分と本文を分けて
いる

なんといっても
この独特な語り口調！
最高ですね

No.1 かっつー

項目ごとに文章もず
らすことで読みやす
さアップ

ベースカラー70％
メインカラー25％
アクセントカラー5％
の比率

言いたいことを並べすぎてしまいました……次はもう少し体験会っぽくいきますね！



8月は自己紹介。

1年で唯一カラーの冊子になるページ。全体的に旅行雑誌記事をイメージ

構 について

①左の帯を全体のアクセントとし、1ページ目が左に
寄っているように見せて余白を際立たせる

②見出し写真は角なくし、円形文字や丸を使って優し
い雰囲気を出す

③文字と写真は大きい、小さいもの入れてメリハリを
出す

④左右左へと視線を誘導

⑤見出しを左右に寄せて中心に余白をつくる

⑥３つの角を抑える
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②

①
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9月はフリぺ部内で。

単純な形こそイラレでは難しいんです……

効果 について

イラレ（illustratorというソフト）には様々な効果がありますが、
その中でも使いやすいなと思う効果を紹介します

・パンク・膨張 パス（図形）が膨張。多角形からお花を作れたりします。

・ぼかし、光彩（外側） 境界線に対する効果。夜空に星とか置きたいときに使えます。

・ワープ オブジェクトを変形する。およそ自分では作れない図形が作れます。

・合流 同じ色のオブジェクトが１つに合体。ごちゃごちゃしたパスを扱わ
ずに済みます。

おまけ

右紙面の雲ですが（私なら）長方形の角を丸くしてコピー、2つに増やします。小さめの長方形を
ワープ（魚眼レンズ）でくびれをつけて、合流で一つのパスにします。たぶん。

本当は実際に効果をお見せしたかったのですが、私のパワポ技術では難しかったです…… No.3 ターキー



11月は年に一度の学校祭号。

「誰が見てもわかる」ような料理系など、工夫はさまざま 文

章の

こ

と

説明文は長々と書かない方がいい。シ
ンプルに読みやすく相手に伝えることが
重要だ。加えて学校祭号は新入生歓迎号
と同様にモノクロである。白黒では色味
の調節が難しい。説明文だからこそ写真
の中のモノがはっきりとわかるように調
整しなければならない。
ところでこのゾーンは少し昔っぽく堅
苦しいイメージで制作してみたのだが、
いかがだっただろうか。

フォント のこと

・使うフォントは2～3種類に限定しましょう

・真逆のフォントを使ってみましょう
（タイトル・見出しには印象的なフォントを使い、サブタ
イトル・本文にはニュートラルなフォントを使うなど）

・文字の大きさでもコントラストは出せます

・仲の良いフォント同士を組み合わせてみましょう
（検索しないと難しいですが……）

No.4 HMD



1月はWordでも。

「好きなもの」をテーマに愛を伝える

暖色系：暖かく感じる、購買意欲増進・食欲増進効果

色 のこと

使用している色

比率
ベースカラー 70％
背景色は明度の高い色、彩度の低い色を選ぶ
とよい

メインカラー 25％
キーカラーやブランドカラーを選ぶとよい

アクセントカラー 5％
基調となる明度や色相の差が大きい対照的な
色を少量加えると全体にメリハリが生まれる

※とっても大雑把に考えています

No.5 ずもさん


